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　This paper presents an overview of research trends on Self-support Disaster Reduction Associations. 
Thereafter, through several interviews with staff members in charge of disaster reduction from Senboku City-
Akita and Ninohe City-Iwate, I examine the current organizational process and issues of self-supported disaster 
reduction associations. Due to the historical experience of disasters in the affected regions, administrative bodies 
do recognize the necessity of organizing into Self-support Disaster Reduction Associations. The administration 
tries to encourage organizing of these associations through the support of subsidies and the promotion of 
activities, but found the formation rate of these Associations to be somewhat ‘sluggish.’ The reasons include a 
lack of people in leadership positions within the regions, and a gap in the residents’ recognition of the need for 
these associations. Future research objectives include not only the formation rate of these Self-support Disaster 
Reduction Associations, but also need to consider how to ensure the efficacy of these Associations.
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自主防災組織の組織化にみる現状と課題
― 秋田県仙北市および岩手県二戸市の行政担当者への調査から  ―
Current Status and Problems of Self-support Disaster Reduction  Associations:
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県境に位置する。2005（平成 17）年 9 月、旧田沢湖町、
旧角館町、旧西木村が合併して誕生した。庁舎は、
旧田沢湖町に位置する。地域の約 8 割（892.05 平方
キロメートル）が森林地帯であり、山深い環境にあ






































































た （毎日新聞 2011 年 4 月 22 日）。このような状況
から、岩手県釜石市のある地域では、自主防の結成














—  76  — —  77  —
















































































28,174 人、高齢化率は 34.0％である（平成 28 年４
月 1 日現在・住民基本台帳）。
　二戸市の自主防の組織化の状況は、平成 28 年 4
月 1 日現在で 40 組織、53.7％の組織率となっている。

















として、平成 25 年 8 月 9 日に起きた豪雨災害がある。
この豪雨によって生じた土砂災害により、仙北市先






















る。土砂災害が起きたのは、8 月 9 日午前 11 時 35
分のことであった。同日午前 8 時 32 分には大雨警











































は 1 世帯あたり 200 円、集会所のような拠点があれ
ば 3 万円を上乗せし、一組織 5 万円を上限として補
助金を出している。集落や学校などに赴き、自主防
の必要性を伝えてきたが、「伸び悩みを感じている」
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範囲としている地域の世帯数を管内世帯数で割った
値である。つまり、ある市の世帯数が 1,000 世帯と
する。その市に 20 の自主防があるとする。その 20
の自主防が活動を展開する範囲の世帯数が、合わせ

































































取得に際し 1 名あたり 6 万円程かかる経費を助成
し、資格取得の促進を図っている。助成対象者は公
募枠・自主防（町内会）推薦枠・消防団枠・職員枠
という 4 つの枠組みで募集をかけ、1 年間に 50 名、
3 年間で 150 名の防災士育成を目指している。平成





























































体あたり 2 万円とし 10 団体を予定、防災資機材購
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29 年 1 月 13 日である。
https ://www.pref . iwate . jp/dbps_data/_









































































































１　秋田県仙北市防災担当者には、平成 28 年 6 月
14 日に、岩手県二戸市防災担当者には、平成




２　防災科学研究所が平成 25 年 9 月 12 日から 13
日に行った聞き取り調査を参考にしている。
ただし、その内容については、ペーパーでま
とまったものはなく、以下、サイトから引用
させてもらった。最終アクセス日は平成 29 年
